
JP 2018-530129 A 2018.10.11

(57)【要約】
　本発明はバックライトモジュール及び表示装置に関す
る。該バックライトモジュールは、光源、導光板及び光
調節素子を含む。光源により発生される光線は光源の色
度を測定可能である。導光板は光入射面及び光射出面を
有する。光源により発生される光線は光入射面を経由し
て導光板に入り、光射出面から射出される。光調節素子
を有する場合、導光板の光射出面は第１導光板の色度を
測定可能である。当該第１導光板の色度と前記光源の色
度との間には第１差分値を有する。光調節素子を有しな
い場合、導光板の光射出面は第２導光板の色度を測定可
能であり、当該第２導光板の色度と前記光源の色度との
間には第２差分値を有する。第１差分値は第２差分値と
異なる。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　光入射面及び光射出面を有する導光板と、
　光調節素子と、
　を含み、
　前記光源により発生される光線は前記光源の色度を測定可能であり、
　前記光源により発生される光線は前記光入射面を経由して前記導光板に入り、前記光射
出面から射出され、
　前記光調節素子を有する場合、前記導光板の前記光射出面は第１導光板の色度を測定可
能であり、前記第１導光板の色度と前記光源の色度との間には第１差分値を有し、
　前記光調節素子を有しない場合、前記導光板の前記光射出面は第２導光板の色度を測定
可能であり、前記第２導光板の色度と前記光源の色度との間には第２差分値を有し、前記
第１差分値は前記第２差分値と異なるバックライトモジュール。
【請求項２】
　前記導光板は、さらに前記光射出面に対向する底面を有し、前記光調節素子は前記導光
板の前記底面の下方及び／又は前記導光板の前記光射出面の上方に位置し、前記導光板の
前記光入射面に近接する側に位置する請求項１に記載のバックライトモジュール。
【請求項３】
　さらに、前記導光板の底面に設置された光源反射シートを含み、前記光調節素子は前記
光源反射シートと前記底面との間に設置され、前記導光板の前記光入射面に近接する側に
位置する請求項１に記載のバックライトモジュール。
【請求項４】
　前記光源は、回路基板及び前記回路基板に設置された複数の発光ダイオードを更に含み
、
　前記光調節素子は前記回路基板と前記導光板との間に設置され、前記導光板の前記光入
射面に近接する側に位置する請求項１に記載のバックライトモジュール。
【請求項５】
　さらに、前記導光板の前記光射出面に設置された拡散シートを含み、前記光調節素子は
前記拡散シートの底面と前記光射出面との間に設置される請求項１に記載のバックライト
モジュール。
【請求項６】
　前記拡散シート及び前記光調節素子の一方は、前記導光板の前記光入射面を超えるよう
に延伸される請求項５に記載のバックライトモジュール。
【請求項７】
　前記光調節素子はインクにより形成された薄膜である請求項１に記載のバックライトモ
ジュール。
【請求項８】
　前記光調節素子は色を有し、前記導光板を前記回路基板に貼り付けるための光学接着剤
である請求項４に記載のバックライトモジュール。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のバックライトモジュールと、
　前記導光板の前記光射出面の前方に位置する表示パネルと、
　を含む表示装置。
【請求項１０】
　光源と、
　光入射面及び光射出面を有する導光板と、
　前記導光板の前記光射出面の前方に位置する表示パネルと、
　光調節素子と、
　を含み、
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　前記光源により発生される光線は、前記光入射面を経由して前記導光板に入り、前記光
射出面から射出され、
　前記光調節素子を有する場合、前記導光板の前記光射出面は前記導光板の色度を測定可
能であり、前記表示パネルは第１表示パネルの色度を測定可能であり、前記導光板の色度
と前記第１表示パネルの色度との間には第１差分値を有し、
　前記光調節素子を有しない場合、前記表示パネルは第２表示パネルの色度を測定可能で
あり、前記第２表示パネルの色度と前記導光板の色度との間には第２差分値を有し、前記
第１差分値は前記第２差分値より小さい表示装置。
【請求項１１】
　光源と、
　光入射面及び光射出面を有する導光板と、
　前記導光板の前記光射出面の前方に位置する表示パネルと、
　光調節素子と、
　を含み、
　前記光源により発生される光線は、前記光入射面を経由して前記導光板に入り、前記光
射出面から射出され、
　前記光調節素子を有する場合、前記導光板の前記光射出面は第１導光板の色度を測定可
能であり、前記第１導光板の色度と要求色度との間には第１差分値を有し、
　前記光調節素子を有しない場合、前記導光板の前記光射出面は第２導光板の色度を測定
可能であり、前記第２導光板の色度と前記要求色度との間には第２差分値を有し、前記第
１差分値は前記第２差分値より小さい表示装置。
【請求項１２】
　前記導光板は、さらに前記光射出面に対向する底面を有し、前記光調節素子は前記導光
板の前記底面の下方及び／又は前記導光板の前記光射出面の上方に位置し、前記導光板の
前記光入射面に近接する側に位置する請求項１０又は１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　さらに、前記導光板の底面に設置された光源反射シートを含み、前記光調節素子は前記
光源反射シートと前記底面との間に設置される請求項１０又は１１に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記光源は、回路基板及び前記回路基板に設置された複数の発光ダイオードを更に含み
、
　前記光調節素子は前記回路基板と前記導光板との間に設置される請求項１０又は１１に
記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記光源は、回路基板及び前記回路基板に設置された複数の発光ダイオードを更に含み
、
　前記光調節素子は色を有し、前記導光板を前記回路基板に貼り付けるための光学接着剤
である請求項１０又は１１に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記光調節素子はインクにより形成された薄膜である請求項１０又は１１に記載の表示
装置。
【請求項１７】
　さらに、前記導光板の前記光射出面に設置された拡散シートを含み、前記光調節素子は
前記拡散シートの底面と前記光射出面との間に設置される請求項１０又は１１に記載の表
示装置。
【請求項１８】
　前記拡散シート及び前記光調節素子の一方は、前記導光板の前記光入射面を超えるよう
に延伸される請求項１７に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は光源部材に関し、特にバックライトモジュール及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、表示装置は、主にバックライトモジュール及び表示パネルを含む。バックラ
イトモジュールにおける光源により発生される光線は、直接導光板に入った後、導光板か
ら射出され、表示パネルに入る。
【０００３】
　ところが、光源により発生される光線は、導光板及び表示パネルに入る前後に、色差が
発生する。又は、光源自身も使用状況又は作製条件の違いによって、その予め設定された
色と誤差があるため、表示装置の表示効果に不良な影響を与える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、本発明は、導光板及び表示パネルの光入射部及び光射出部の色偏差の問題を改
善できるバックライトモジュール及び表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の上記目的により、バックライトモジュールを提供する。当該バックライトモジ
ュールは、光源、導光板及び光調節素子を含む。光源により発生される光線は光源の色度
を測定可能である。導光板は光入射面及び光射出面を有し、光源により発生される光線は
光入射面を経由して導光板に入り、光射出面から射出される。光調節素子を有する場合、
導光板の光射出面では第１導光板の色度を測定可能である。当該第１導光板の色度と前記
光源の色度との間には第１差分値を有する。光調節素子を有しない場合、導光板の光射出
面では第２導光板の色度を測定可能であり、当該第２導光板の色度と前記光源の色度との
間には第２差分値を有する。第１差分値は第２差分値と異なる。
【０００６】
　本発明の実施例によれば、上記導光板は、光射出面に対向する底面を更に有する。光調
節素子は該導光板の底面の下方及び／又は導光板の光射出面の上方に位置し、且つ導光板
の光入射面に近接する側に位置する。
【０００７】
　本発明の別の実施例によれば、上記バックライトモジュールは更に光源反射シートを含
む。光源反射シートは導光板の底面に設置される。光調節素子は光源反射シートと底面と
の間に設置され、且つ導光板の光入射面に近接する側に位置する。
【０００８】
　本発明の別の実施例によれば、上記光源は、更に回路基板及び複数の発光ダイオードを
含む。これらの発光ダイオードは回路基板に設置される。光調節素子は回路基板と導光板
との間に設置され、且つ導光板の光入射面に近接する側に位置する。
【０００９】
　本発明の別の実施例によれば、上記バックライトモジュールは更に拡散シートを含む。
拡散シートは導光板の光射出面に設置される。ここで、光調節素子は拡散シートの底面と
光射出面との間に設置される。
【００１０】
　本発明のまた別の実施例によれば、前記拡散シート及び光調節素子の一方は導光板の光
入射面を超えるように延伸される。
【００１１】
　本発明のさらに別の実施例によれば、光調節素子はインクにより形成された薄膜である
。
【００１２】
　本発明のまた別の実施例によれば、前記光調節素子は色を有し、導光板を回路基板に貼
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り付けるための光学接着剤である。
【００１３】
　本発明の上記目的により、更に表示装置を提供する。当該表示装置は前記バックライト
モジュール及び表示パネルを含む。表示パネルは導光板の光射出面の前方に位置する。
【００１４】
　本発明の上記目的により、更に表示装置を提供する。当該表示装置は、光源、導光板、
表示パネル及び光調節素子を含む。導光板は光入射面及び光射出面を有し、光源により発
生される光線は光入射面を経由して導光板に入り、光射出面から射出される。表示パネル
は導光板の光射出面の前方に位置する。ここで、光調節素子を有する場合、導光板の光射
出面は導光板の色度を測定可能であり、表示パネルは第１表示パネルの色度を測定可能で
あり、導光板の色度と第１表示パネルの色度との間には第１差分値を有する。光調節素子
を有しない場合、表示パネルは第２表示パネルの色度を測定可能であり、当該第２表示パ
ネルの色度と導光板の色度との間には第２差分値を有し、且つ第１差分値は第２差分値よ
り小さい。
【００１５】
　本発明の上記目的により、更に表示装置を提供する。当該表示装置は、光源、導光板、
表示パネル及び光調節素子を含む。導光板は光入射面及び光射出面を有し、光源により発
生される光線は光入射面を経由して導光板に入り、光射出面から射出される。表示パネル
は導光板の光射出面の前方に位置する。ここで、光調節素子を有する場合、導光板の光射
出面は第１導光板の色度を測定可能であり、第１導光板の色度と要求色度との間には第１
差分値を有する。光調節素子を有しない場合、導光板の光射出面は第２導光板の色度を測
定可能である。第２導光板の色度と要求色度との間には第２差分値を有し、且つ第１差分
値は第２差分値より小さい。
【００１６】
　本発明の実施例によれば、導光板は光射出面に対向する底面を更に有し、光調節素子は
導光板の底面の下方及び／又は導光板の光射出面の上方に位置し、且つ導光板の光入射面
に近接する側に位置する。
【００１７】
　本発明の別の実施例によれば、上記表示装置は更に光源反射シートを含む。光源反射シ
ートは導光板の底面に設置され、光調節素子は光源反射シートと底面との間に設置される
。
【００１８】
　本発明のまた別の実施例によれば、上記光源は更に回路基板及び複数の発光ダイオード
を含む。これらの発光ダイオードは回路基板に設置される。ここで、光調節素子は回路基
板と導光板との間に設置される。
【００１９】
　本発明のさらに別の実施例によれば、上記光調節素子は色を有し、導光板を回路基板に
貼り付けるための光学接着剤である。
【００２０】
　本発明のまた別の実施例によれば、上記光調節素子はインクにより形成された薄膜であ
る。
【００２１】
　本発明のさらに別の実施例によれば、上記表示装置は更に拡散シートを含む。拡散シー
トは導光板の光射出面に設置され、光調節素子は拡散シートの底面と光射出面との間に設
置される。
【００２２】
　本発明のまた別の実施例によれば、上記拡散シート及び光調節素子の一方は導光板の光
入射面を超えるように延伸されている。
【発明の効果】
【００２３】
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　以上から分かるように、本発明は、光調節素子を設置することによって、導光板の入射
光の色度と射出光の色度との間、導光板の射出光の色度と表示パネルの射出光の色度との
間、又は導光板の入射光の色度と表示パネルの射出光の色度との間の色度差分値を低減さ
せ、更に光源と導光板との間、導光板と表示パネルとの間、又は導光板と要求色度との間
の色偏差を低減させ、改善させる。
【００２４】
　実施例及びその利点をより完全に理解させるために、図面を参照して、以下のように説
明する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１Ａ】本発明の第１実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【図１Ｂ】本発明の第１実施形態によるバックライトモジュールの平面図を示す。
【図１Ｃ】本発明の第１実施形態による光源の色度と第１導光板の色度及び第２導光板の
色度との間の差分値の模式図を示す。
【図２Ａ】１９３１年の国際照明委員会（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｍｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｏｎ　Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ、ＣＩＥ）の色度図を示す。
【図２Ｂ】Ｕ軸の色差分値変化の模式図を示す。
【図２Ｃ】Ｖ軸の色差分値変化の模式図を示す。
【図３】光調節素子を使用していないバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【図４】光調節素子を使用する光強度及び光調節素子を使用しない光強度の比較図を示す
。
【図５】異なるインク濃度により形成された光調節素子の導光板の光入射部と逆光入射部
との色度差に対する影響を示す。
【図６Ａ】本発明の第２実施形態による表示装置の装置模式図を示す。
【図６Ｂ】本発明の第２実施形態による別の表示装置の装置模式図を示す。
【図６Ｃ】本発明の第２実施形態による導光板の色度と第１表示パネルの色度及び第２表
示パネルの色度との間の差分値の模式図を示す。
【図６Ｄ】本発明の第２実施形態による要求色度と第１導光板の色度及び第２導光板の色
度との間の差分値の模式図を示す。
【図７】光調節素子を使用しない表示装置の装置模式図を示す。
【図８】本発明の第３実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【図９】本発明の第４実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【図１０】本発明の第５実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【図１１】本発明の第６実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【図１２】本発明の第７実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１Ａ及び図１Ｂを参照すると、本発明の第１実施形態によるバックライトモジュール
の装置模式図及び平面図を示す。本実施形態にかかるバックライトモジュール１００は、
光源１２０、導光板１４０、光調節素子１６０及び光源反射シート１８０を含む。導光板
１４０は光入射面１４１、光射出面１４３及び底面１４５を有する。光射出面１４３は底
面１４５に対向し、光入射面１４１は光射出面１４３及び底面１４５に接続されている。
実施例において、導光板１４０は光学接着剤１３０により光源１２０に接続されている。
図１Ａ及び図１Ｂに示すように、光源反射シート１８０は、導光板１４０の底面１４５の
下方に設置され、且つ導光板１４０の光入射面１４１に近接する側に位置し、光調節素子
１６０は底面１４５と光源反射シート１８０との間に設置されている。そのため、光源１
２０により発生される一部の光線は、直接光入射面１４１から導光板１４０に入り、光射
出面１４３から射出することができ、光源１２０により発生される他の光線は、光調節素
子１６０により反射された後、導光板１４０の底面１４５から導光板１４０に入り、光射
出面１４３から射出することができる。
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【００２７】
　図１Ａ、図１Ｃ及び図２Ａを同時に参照すると、図１Ｃは本発明の第１実施形態による
光源の色度と第１導光板の色度及び第２導光板の色度との間の差分値模式図を示し、図２
Ａは１９３１年のＣＩＥ色度図を示す。ここで、図２Ａにおける４６０ｎｍ～７７０ｎｍ
は光波長を表す。図１Ａに示すように、光源１２０により発生される光線は光源の色度（
ｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ）を測定することができる。該光源の色度は、図２Ａに示す１
９３１年のＣＩＥ色度図における一点により表された色度座標で示すことができる。そし
て、光源１２０により発生される光線が、光調節素子１６０により作用され導光板１４０
から射出された後、導光板１４０の光射出面１４３は第１導光板の色度を測定することが
できる。当該第１導光板の色度は、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣＩＥ色度図にお
ける一点により表された色度座標で示すことができる。ここで、図１Ｃに示すように、第
１導光板の色度と光源の色度との間には第１差分値Ｄ１又はＤ１’を有する。即ち、光源
１２０により発生される光線は第１色を有し、導光板１４０の光射出面１４３から射出さ
れる光線は第２色を有し、且つ第２色は第１色と異なる。
【００２８】
　また、図２Ａ及び図３を同時に参照すると、図３は光調節素子を使用しないバックライ
トモジュールの装置模式図を示す。図３に示すバックライトモジュール２００は、前記光
源１２０、導光板１４０及び光源反射シート１８０を含むが、図１Ａ及び図１Ｂに示す光
調節素子１６０を含まない。バックライトモジュール２００において、光源１２０により
発生される一部の光線は直接光入射面１４１から導光板１４０に入り、光射出面１４３か
ら射出されることができ、光源１２０により発生される他の光線は直接光源反射シート１
８０により反射された後、導光板１４０の底面１４５から導光板１４０に入り、光射出面
１４３から射出される。そのため、光源１２０により発生される光線が、光調節素子１６
０により作用されず、導光板１４０から射出された後、導光板１４０の光射出面１４３は
第２導光板の色度を測定することができる。当該第２導光板の色度は、同様に、図２Ａに
示す１９３１年のＣＩＥ色度図における一点により表された色度座標で示すことができる
。図１Ｃを再度参照すると、本実施例において、第２導光板の色度と光源の色度との間に
は第２差分値Ｄ２を有する。即ち、光調節素子１６０を有しない場合、導光板１４０の光
射出面１４３により測定された光線は第３色を有し、当該第３色は第１色と異なり、第２
色とも異なる。
【００２９】
　図１Ｃに示すように、実施例において、第１差分値Ｄ１又はＤ１’は第２差分値Ｄ２と
異なる。本実施例において、第１差分値Ｄ１又はＤ１’は第２差分値Ｄ２より小さい。一
般的に、光源１２０により発生される光線は、光調節素子１６０により作用されず、導光
板１４０から射出された後、色偏差（第２差分値Ｄ２）が発生する。光調節素子１６０を
有する場合、導光板１４０により入射された光線の色と光射出面１４３から射出された光
線の色との色差分値（第１差分値Ｄ１又はＤ１’）は小さく、即ち色偏差の度合いが小さ
い。そのため、光調節素子１６０は、入射光と射出光との間の色度差分値を低減させ、光
源１２０により発生される光線が導光板１４０を経た後、色偏差が発生する問題を改善す
る働きをする。なお、本明細書に言及された「色偏差」とは、第２差分値Ｄ２により発生
する色偏差であり、通常は、人が目視可能な色偏差である。しかし、ここで言う第１差分
値Ｄ１又はＤ１’は小さく、色偏差の度合いが小さく、人が直接目視できない色偏差を指
す（又は、色偏差がないと見なすことができる）。一般的に、製品は使用又は組立の過程
に、いずれも誤差が発生し、そのため、第１差分値Ｄ１又はＤ１’はユーザ（又は、メー
カー）の必要に応じて受入れ可能な合理的な範囲に設定される。
【００３０】
　本実施例において、光調節素子１６０は同様に色を有し、当該光調節素子１６０の色は
、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣＩＥ色度図における一点により表された色度座標
で示すことができる。そのため、光源１２０により発生された光線が、光調節素子１６０
により作用された後、光線の導光板１４０の光射出面１４３から射出された後の色を変更
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することができる。
【００３１】
　実施例において、光調節素子１６０の色は光源の色度で表された色の相補的な色である
。以下の方式により相補的な色を選択することができ、即ち、図２Ａに示すＣＩＥ色度図
において白色領域内の点Ｐ０を通過する線分、例えば線分Ａ１を描画し、該線分Ａ１の両
端は白色領域内に位置しない。該線分の２つの端点の所在する色度座標により表される色
は相補的な色である。図２Ａの線分Ａ１を例とする場合、線分Ａ１の２つの端点はそれぞ
れ青色及び黄緑色であり、青色と黄緑色が相補的な色であることを表す。即ち、青色を帯
びた光線を点Ｐ０により表された白光に調整すると想定する場合、黄緑色を帯びた光調節
素子１６０を使用しなければならない。更に、光調節素子１６０の色の濃さは青色を帯び
た光線の変化幅を決定することもできる。即ち、線分Ａ１の両端から点Ｐ０までの距離は
色の濃さにより調整することができる。
【００３２】
　図２Ｂ及び図２Ｃを同時に参照すると、図２Ｂ及び図２ＣはそれぞれＵ軸及びＶ軸の色
差分値の変化模式図を示す。代表的な例において、光調節素子１６０を有しない場合、図
２Ｂ及び図２Ｃに示すラインＵ１及びラインＶ１は光入射部に近接するＵ値及びＶ値が小
さく、逆光入射部に近接するＵ値及びＶ値が大きくなることを表し、色差分値が大きくな
る。光調節素子１６０を使用した後、図２Ｂ及び図２Ｃに示すラインＵ２及びラインＶ２
に示すように、光入射部に近接する元々低いＵ値及びＶ値を高いＵ値及びＶ値に向上させ
、光入射部から一定の距離離れたＵ値及びＶ値と光入射部に近接するＵ値及びＶ値との差
があまり大きくないようにすることができる。以上から分かるように、光調節素子１６０
の使用は、光入射部の色偏差の問題を明らかに改善することができ、後端の色差状況に過
度な影響を与えることもない。
【００３３】
　図１Ａ、図３及び図４を同時に参照すると、図４は光調節素子を使用する光強度及び光
調節素子を使用しない光強度の比較図を示す。光調節素子１６０を使用しない場合、図４
に示す曲線Ｌ１のように、光源１２０により発生される光線は青色を帯びた白光である。
黄色の光調節素子１６０を使用する場合、光源１２０により発生される光線は光調節素子
１６０により反射された後、青色を帯びていない（又は黄色を帯びていない）光の効果（
図４の曲線Ｌ２に示すように）を奏する。図４の例において、光源１２０により発生され
る光線が青色を帯びた白光である場合、黄色に赤色を加えた光調節素子１６０を使用する
ことにより、光調節素子１６０を使用しない構造に対して、青光波長のエネルギーを８．
５％低減し、緑光のエネルギーを５．６％低減することができる。このように、光調節素
子１６０によりバックライトモジュール１００の光入射部の青光エネルギーと緑光エネル
ギーを低減し、よってバックライトモジュール１００の光入射部の色度Ｕ値及びＶ値を向
上させ、色差分値を低減させる目的を達成する。なお、光源１２０により発生される光線
が青色を帯びた白光であり、光調節素子１６０が黄色であることは例示的な説明であり、
本発明を制限するものではない。その他の実施例において、光調節素子１６０の色は、光
源１２０により発生される光線の色又は光源１２０により発生される光線の導光板１４０
に入った後の色に基づき、設計される。
【００３４】
　図１Ａを参照すると、本実施例において、光調節素子１６０は光源反射シート１８０に
設置され、導光板１４０の底面１４５と光源反射シート１８０との間に位置する。一部の
例において、光調節素子１６０はインクにより形成された薄膜であり、貼付により直接光
源反射シート１８０に貼り付けられてもよく、印刷塗布することによって光源反射シート
１８０に直接形成されてもよい。
【００３５】
　図１Ａ及び図５を同時に参照すると、図５は異なるインク濃度により形成された光調節
素子の導光板の光入射部と逆光入射部との色度差に対する影響を示す。一部の例において
、異なる濃度のインクにより形成された光調節素子１６０の光源１２０により発生される
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光線に対する影響効果は異なる。例えば、光調節素子１６０のインク濃度が高いほど、導
光板１４０の光入射部と逆光入射部との色度差分値は小さい。例えば、濃度４％のインク
により形成された光調節素子１６０により発生される導光板１４０の光入射部と逆光入射
部との色度差分値は、濃度１％のインクにより形成された光調節素子１６０により発生さ
れる導光板１４０の光入射部と逆光入射部との色度差分値よりも小さい。
【００３６】
　図６Ａ及び図６Ｃを同時に参照すると、図６Ａは本発明の第２実施形態による表示装置
の装置模式図を示し、図６Ｃは本発明の第２実施形態による導光板の色度と第１表示パネ
ルの色度及び第２表示パネルの色度との間の差分値模式図を示す。図１Ａに示すバックラ
イトモジュール１００が表示装置３００に応用される場合、前述のように、光源１２０に
より発生される光線が、光調節素子１６０により作用され、導光板１４０から射出された
後、導光板１４０の光射出面１４３は導光板の色度を測定することができる。当該導光板
の色度は、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣＩＥ色度図における一点により表された
色度座標で示すことができる。光線が導光板１４０の光射出面１４３から射出された後、
直接導光板１４０の前方に設置された表示パネル３１０に入り、表示パネル３１０から出
射される。この時、図６Ｃに示すように、表示パネル３１０は更に第１表示パネルの色度
を測定することができる。当該第１表示パネルの色度は、同様に、図２Ａに示す１９３１
年のＣＩＥ色度図における一点により表された色度座標で示すことができる。ここで、第
１表示パネルの色度と導光板の色度との間には、第１差分値Ｄ３又はＤ３’を有する。即
ち、導光板１４０の光射出面１４３から射出された光線は第１色を有し、表示パネル３１
０から射出された光線は第２色を有し、第２色は第１色と異なる。また、６Ｂを参照する
と、本発明の第２実施形態による別の表示装置の装置模式図を示す。図１Ａに示すバック
ライトモジュール１００は、更に図６Ｂに示す表示装置３００’に応用される。図６Ｂに
示す表示装置３００’の構造は図６Ａに示す表示装置３００とほぼ同様であるため、ここ
でその説明を省略する。
【００３７】
　また、図３及び図７を同時に参照すると、光調節素子を使用しない表示装置の装置模式
図を示す。図３に示すバックライトモジュール２００が表示装置４００に応用される場合
、バックライトモジュール２００は図１Ａに示す光調節素子１６０を含まないため、光源
１２０により発生される一部の光線は直接光入射面１４１から導光板１４０に入り、光射
出面１４３から射出される。光線は導光板１４０の光射出面１４３から射出された後、直
接導光板１４０の前方に設置された表示パネル３１０に入り、表示パネル３１０から出射
される。この時、表示パネル３１０は、更に第２表示パネルの色度を測定することができ
る。当該第２表示パネルの色度は、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣＩＥ色度図にお
ける一点により表された色度座標で示すことができる。光調節素子１６０を有しない場合
、導光板１４０の光射出面１４３から射出された光線は表示パネル３１０を経た後、第３
色を有する。図６Ｃを再度参照すると、本実施例において、第２表示パネルの色度と導光
板の色度との間には第２差分値Ｄ４を有し、即ち、当該第３色は光調節素子１６０により
調光された後に導光板１４０から出射された光線の第１色と異なり、第２色とも異なる。
【００３８】
　図６Ｃに示すように、本実施例において、第１差分値Ｄ３又はＤ３’は第２差分値Ｄ４
より小さい。即ち、光調節素子１６０を有する場合、導光板１４０の光射出面１４３から
射出された光線が表示パネル３１０を経た後の色偏差は光調節素子１６０を有しない場合
より小さい。同様に、光調節素子１６０は色を有し、光調節素子１６０の色は、前述の光
調節素子１６０を有しない場合で測定された第２表示パネルの色度に基づいて設計される
。そのため、光源１２０により発生される光線が、光調節素子１６０により作用された後
、光線の導光板１４０の光射出面１４３及び表示パネル３１０から射出された後の色を変
更することができる。
【００３９】
　以上から分かるように、光調節素子１６０を有しない場合、光源１２０により発生され
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る光線自身は光源の色度を有し、導光板１４０から出射された後の光線は導光板の色度を
有し、且つ導光板１４０の光射出面１４３から射出され、表示パネル３１０に入り、表示
パネル３１０から射出された光線も表示パネルの色度を有する。これらの色度同士の差分
値が大きいほど、その色偏差が大きくなることを表す。そのため、これらの色度同士の差
分値を低減させるために、これらの色度を基準値として光調節素子１６０の色を設計する
ことができる。図２Ａの線分Ａ１を例として、青色を帯びた光線を点Ｐ０により表される
白光に調整すると想定する場合、黄緑色を帯びた光調節素子１６０を選択し使用すること
ができる。また、光調節素子１６０の色の濃さも点Ｐ０までの距離によって変化すること
ができる。
【００４０】
　一方、ユーザ（又はメーカー）は、更に表示装置の要求色度を提供することができ、ユ
ーザ（又はメーカー）により提供された要求色度に近接又はそれと同一にするために、光
調節素子１６０によって表示装置の射出光の色度を調整することができる。図６Ａ及び図
６Ｄを同時に参照すると、図６Ｄは本発明の第２実施形態による要求色度と第１導光板の
色度及び第２導光板の色度との間の差分値模式図を示す。光調節素子１６０を有する場合
、光源１２０により発生される光線が、光調節素子１６０により反射され、導光板１４０
から射出された後、導光板１４０の光射出面１４３は第１導光板の色度を測定することが
できる。当該第１導光板の色度は、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣＩＥ色度図にお
ける一点により表された色度座標で示すことができる。導光板１４０から射出された光線
が表示パネル３１０を経て出射された後の色度が変わらないと想定する場合、当該第１導
光板の色度と要求色度との間には第１差分値Ｄ５又はＤ５’を有する。また、図６Ｄ及び
図７に示すように、光調節素子１６０を有しない場合、光源１２０により発生される光線
が導光板１４０から射出された後、導光板１４０の光射出面１４３は第２導光板の色度を
測定することができる。当該第２導光板の色度は、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣ
ＩＥ色度図における一点により表された色度座標で示すことができる。導光板１４０から
射出された光線が表示パネル３１０を経て出射された後の色度が変わらないと想定する場
合、当該第２導光板の色度と要求色度との間には第２差分値Ｄ６を有する。本実施例にお
いて、第１差分値Ｄ５又はＤ５’は第２差分値Ｄ６より小さい。即ち、第１差分値Ｄ５又
はＤ５’が小さいほど、導光板の色度がユーザ（又はメーカー）により提供された要求色
度に近接することを表す。図２Ａを例として、点Ｐ０により表された色の光線がユーザ（
又はメーカー）により提供された要求色度であり、第２導光板の色度が青色を帯びたと想
定する場合、線分Ａ１から分かるように、黄緑色を帯びた光調節素子１６０を選択するこ
とによって、青色を帯びた光線を点Ｐ０により表された色（即ち、第１導光板の色度）に
近接するように変更することができる。また、光調節素子１６０の色の濃さも点Ｐ０まで
の距離によって変化することができる。
【００４１】
　本発明において、光調節素子は異なる位置に設置されてもよい。図８を参照すると、本
発明の第３実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。本実施形態にお
いて、バックライトモジュール５００は、光源５２０、導光板５４０及び光調節素子５６
０を含む。導光板５４０は、光入射面５４１、光射出面５４３及び底面５４５を有する。
光射出面５４３は底面５４５に対向し、光入射面５４１は光射出面５４３及び底面５４５
に接続されている。図８に示すように、光源５２０は回路基板５２１及び回路基板５２１
に設置された複数の発光ダイオード５２３を含み、ここで、発光ダイオード５２３は回路
基板５２１に電気的に接続されている。導光板５４０の底面５４５の一部は光学接着剤５
３０により回路基板５２１に貼り付けられる。本実施例において、光調節素子５６０は回
路基板５２１に設置され、導光板５４０の底面５４５の光入射面５４１に近接する側に位
置する。そのため、発光ダイオード５２３により発生される一部の光線は直接光入射面５
４１から導光板５４０に入り、光射出面５４３から射出され、発光ダイオード５２３によ
り発生される他の光線は光調節素子５６０により反射された後、導光板５４０の底面５４
５から導光板５４０に入り、光射出面５４３から射出される。なお、光調節素子５６０の
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機能及び構造の設計は前記光調節素子１６０の機能及び構造の設計と同様であるため、こ
こでその説明を省略する。
【００４２】
　また、図９を参照すると、本発明の第４実施形態によるバックライトモジュールの装置
模式図を示す。本実施例において、バックライトモジュール６００の構造は、バックライ
トモジュール５００とほぼ同様であり、光源５２０の回路基板５２１が導光板５４０の光
射出面５４３に設置されている点で相違しているだけである。即ち、導光板５４０の光射
出面５４３の一部は光学接着剤５３０により光源５２０の回路基板５２１に貼り付けられ
る。本実施例において、光調節素子５６０は回路基板５２１に設置され、導光板５４０の
光射出面５４３の光入射面１４１に近接する側に位置する。そのため、発光ダイオード５
２３により発生される一部の光線は直接光入射面５４１から導光板５４０に入り、光射出
面５４３から射出され、発光ダイオード５２３により発生される他の光線は導光板５４０
に入り、光調節素子５６０により反射された後に光射出面５４３から射出されることで、
前記光調節素子１６０と同じ効果を達成することができる。
【００４３】
　図１０を参照すると、本発明の第５実施形態によるバックライトモジュールの装置模式
図を示す。本実施形態において、バックライトモジュール７００はバックプレート７１０
、光源７２０、導光板７３０、第１光調節素子７４０、第２光調節素子７５０及び光源反
射シート７６０を含む。図１０に示すように、導光板７３０は光学接着剤７７１によりバ
ックプレート７１０に貼り付けられる。光源反射シート７６０は導光板７３０の底面７３
５の下方、且つ光入射面７３１に近接する側に設置され、第１光調節素子７４０は底面７
３５と光源反射シート７６０との間に設置されている。光源７２０は回路基板７２１及び
回路基板７２１に設置された複数の発光ダイオード７２３を含む。光源７２０の回路基板
７２１は導光板７３０の光射出面７３３に設置され、導光板７３０の光射出面７３３の一
部は光学接着剤７７３により光源７２０の回路基板７２１に貼り付けられる。本実施例に
おいて、第２光調節素子７５０は回路基板７２１に設置され、導光板７３０の光射出面７
３３の光入射面７３１に近接する側に位置する。そのため、発光ダイオード７２３により
発生される一部の光線は第１光調節素子７４０により反射された後、光射出面７３３から
射出され、他の光線は導光板７３０に入り、第２光調節素子７５０により反射された後に
光射出面７３３から射出される。同様に、前記光調節素子１６０と同じ効果を達成するこ
とができる。
【００４４】
　本発明において、光調節素子は光学接着剤の形式に設計されてもよい。図１１を参照す
ると、本発明の第６実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。本実施
形態において、バックライトモジュール８００は、光源８２０、導光板８４０及び光調節
素子８６０を含む。導光板８４０は、光入射面８４１、光射出面８４３及び底面８４５を
有する。光射出面８４３は底面８４５に対応し、光入射面８４１は光射出面８４３及び底
面８４５に接続されている。図８に示すように、光源８２０は回路基板８２１及び回路基
板８２１に設置された複数の発光ダイオード８２３を含み、発光ダイオード８２３は回路
基板８２１に電気的に接続されている。なお、本実施形態の光調節素子８６０自身は光学
接着剤であり、粘着性を有する。そのため、導光板８４０の底面８４５の一部は光調節素
子８６０により直接回路基板８２１に貼り付けられる。実施例において、光調節素子８６
０は回路基板８２１に設置され、導光板８４０の底面８４５の光入射面８４１に近接する
側に位置する。
【００４５】
　図１１を続けて参照すると、光調節素子８６０は同様に色を有し、この光調節素子８６
０の色は、同様に、図２Ａに示す１９３１年のＣＩＥ色度図における一点により表された
色度座標で示すことができる。そのため、発光ダイオード８２３により発生される一部の
光線は直接光入射面８４１から導光板８４０に入り、光射出面８４３から射出され、発光
ダイオード８２３により発生される他の光線は光調節素子８６０により反射された後、導
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光板８４０の底面８４５から導光板８４０に入り、光射出面８４３から射出される。その
ため、光源８２０により発生される光線が光調節素子８６０により作用された後、光線の
導光板８４０の光射出面８４３から射出された後の色を変更することができる。本実施例
において、光源８２０の回路基板８２１は導光板８４０の底面８４５に設置されている。
その他の実施例において、光源８２０の回路基板８２１は導光板８４０の光射出面８４３
に設置されてもよい。即ち、導光板８４０の光射出面８４３の一部は光調節素子８６０に
より光源８２０の回路基板８２１に貼り付けられる。
【００４６】
　本発明において、光調節素子は異なる位置に設置されてもよい。図１２を参照すると、
本発明の第７実施形態によるバックライトモジュールの装置模式図を示す。本実施形態に
おいて、バックライトモジュール９００は、光源９２０、導光板９４０、拡散シート９６
０及び光調節素子９８０を含む。導光板９４０は、光入射面９４１、光射出面９４３及び
底面９４５を有する。光射出面９４３は底面９４５に対向し、光入射面９４１は光射出面
９４３及び底面９４５に接続されている。図１２に示すように、光源９２０は回路基板９
２１及び回路基板９２１に設置された複数の発光ダイオード９２３を含み、発光ダイオー
ド９２３は回路基板９２１に電気的に接続されている。導光板９４０の底面９４５の一部
は光学接着剤９３０により回路基板９２１に貼り付けられる。
【００４７】
　図１２を続けて参照すると、本実施例において、拡散シート９６０は導光板９４０の光
射出面９４３に設置され、拡散シート９６０の数は複数であり、最下層の拡散シート９６
０の一方は導光板９４０の光入射面９４１を超えるように延伸される。光調節素子９８０
は最下層の拡散シート９６０の底面と導光板９４０の光射出面９４３との間に設置され、
好ましくは、光調節素子９８０は最下層の拡散シート９６０の一方で導光板９４０の光入
射面９４１を超えるように延伸され、発光ダイオード９２３の一部を被覆する。そのため
、発光ダイオード９２３により発生される一部の光線は直接光入射面９４１から導光板９
４０に入り、光射出面９４３から射出され、発光ダイオード９２３により発生される他の
光線は光調節素子９８０により反射され、導光板９４０に入った後、光射出面９４３から
射出される。なお、光調節素子９８０の機能及び構造設計は前記光調節素子１６０の機能
及び構造設計と同様であるため、ここでその説明を省略する。
【００４８】
　上記本発明の実施形態から分かるように、本発明は、光調節素子を設置することによっ
て、光源の色度と導光板の射出光の色度との間、導光板の射出光の色度と表示パネルの射
出光の色度との間、又は導光板の射出光の色度と要求色度との間の色度差分値を低減させ
、更に光源と導光板との間、導光板と表示パネルとの間、又は導光板と要求色度との間の
色偏差を低減させ、改善させる。
【００４９】
　本発明は実施形態により上記のとおり開示しているが、これらの実施形態は本発明を限
定するものではなく、当業者であれば、本発明の主旨及び範囲を逸脱しない限り、様々な
変更及び潤飾を行うことができ、故に本発明の保護範囲は添付された特許請求の範囲によ
り限定された範囲に準ずるべきである。
【符号の説明】
【００５０】
１００　バックライトモジュール
１２０　光源
１３０　光学接着剤
１４０　導光板
１４１　光入射面
１４３　光射出面
１４５　底面
１６０　光調節素子
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１８０　光源反射シート
２００　バックライトモジュール
３００　表示装置
３００’　表示装置
３１０　表示パネル
４００　表示装置
５００　バックライトモジュール
５２０　光源
５２１　回路基板
５２３　発光ダイオード
５４０　導光板
５４１　光入射面
５４３　光射出面
５４５　底面
５６０　光調節素子
６００　バックライトモジュール
７００　バックライトモジュール
７１０　バックプレート
７２０　光源
７２１　回路基板
７２３　発光ダイオード
７３０　導光板
７４０　第１光調節素子
７５０　第２光調節素子
７６０　光源反射シート
７７１　光学接着剤
７７３　光学接着剤
８００　バックライトモジュール
８２０　光源
８２１　回路基板
８２３　発光ダイオード
８４０　導光板
８４１　光入射面
８４３　光射出面
８４５　底面
８６０　光調節素子
９００　バックライトモジュール
９２０　光源
９２１　回路基板
９２３　発光ダイオード
９３０　光学接着剤
９４０　導光板
９４１　光入射面
９４３　光射出面
９４５　底面
９６０　拡散シート
９８０　光調節素子
Ａ１　線分
Ｄ１　第１差分値
Ｄ１’　第１差分値
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Ｄ２　第２差分値
Ｄ３　第１差分値
Ｄ３’　第１差分値
Ｄ４　第２差分値
Ｄ５　第１差分値
Ｄ５’　第１差分値
Ｄ６　第２差分値
Ｐ０　点
Ｌ１　曲線
Ｌ２　曲線
Ｕ１　ライン
Ｕ２　ライン
Ｖ１　ライン
Ｖ２　ライン

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２Ａ】
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【図３】
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【図５】

【図６Ａ】
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【図６Ｄ】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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